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はじめに　問題提起と関心の所在

盛期ルネサンス以降、古代彫刻やミケランジェロ、ラ
ファエロらの作品を見ることができるイタリアは、ヨー
ロッパの芸術家たちにとって、修養のために、あるいは
更なる活躍の場を求めて訪れる目的地となった。またこ
うした古典的な作品群だけでなく、17 世紀初頭には、カ
ラヴァッジョやカラッチらが切り拓いた新たなバロック
美術の作品も熱心な学習の対象となる。イタリアを訪れ
たこうした外国人美術家たちの帰国が、バロック様式の
全ヨーロッパ的な伝播に繋がったと言っても過言ではな
い。とくにネーデルラント（現在のオランダ、ベルギー
にほぼ相当する地域）からは、多くの芸術家がイタリア、
とりわけローマを訪れ、ネーデルラントとイタリアの間
の美術交流は、長らく、西洋美術史における重要な研究
課題という位置づけを占めてきた。そのことは、数多く
の論文に加えて、『ローマのネーデルラント人たち』に代
表されるような学術的展覧会の開催や、『ネーデルラント
美術史年報』の特集テーマ「芸術と移住：1400 － 1750
年、移動したネーデルラント出身の芸術家」にも表れて
いる通りである 1。
だがその一方で、この分野の研究史には、その重点の
偏りも見受けられる。まず、イタリア内の地理的な重点
は圧倒的にローマにおかれてきた。確かにローマは、教
皇庁のあるバチカンを擁する最重要の都市であり、ラ
ファエロやミケランジェロの作品は言うに及ばず、古代
彫刻のコレクションやバロック萌芽期の作品を最もまと
まった形で見ることができたのもこの地にほかならな
い。そのため、ローマが優先的に研究対象となるは当然
のことではある。だが、そのほかの地域における芸術家
の活動にも当然ながら無視できないものがあること、あ
るいはローマ訪問の前後に作家たちが立ち寄った土地と

ローマでの活動の関係性などを考えると、他都市におけ
る外国人美術家の活動についても更なる関心が注がれる
べきであろう。また、例えば「オランダ美術」という観
点から美術の南北交流の解明に取り組む研究者は、もっ
ぱらイタリアを訪れたオランダ人作家たちの活動に注目
し、他国出身の芸術家の動向については、直接的な関連
の範囲内でしか触れない傾向がある（そしてそれがゆえ
に見落とされている関連が実は存在する可能性もある）。
こうした「国別美術史」の傾向は、先述の先行研究のタ
イトルなどにも如実に表れている。
しかしながら、美術家たち同士の交流や影響関係、あ
るいはパトロンやコレクターと作家のやり取りは、しば
しば出身地や国籍を越えて展開していた（もちろん同時
に、同郷人であるという理由から便宜を図ることもある
が）。こうした実情に鑑みると、「イタリアで活動した外
国人美術家たち」に関して包括的に考えようとするとき、
現在の研究状況には、①ローマ重視、②同一出身地の作
家への注目という 2つの偏向があるように思われる。
そこで、本研究ノートでは基礎的作業として、1550 年
から 1650 年の間にイタリアを訪れた記録がある、あるい
は作品等から訪問の可能性がかなり高いと考えられる作
家たちを可能な限り網羅的に抜き出し、その滞在期間と
滞在地を整理することを試みた。この作業に使用したの
は、グローヴ・アート・オンライン（Grove Art Online）の
提供している『グローヴ美術事典（Grove Art Dictionary）』
（以下 GADと略記）の伝記的記事である。1550 年から
1650 年の間に存命期間の一部が重なる作家（もしくは芸
術家家系）の伝記的記事は 2,727 件を数える（ただしこれ
には今回対象としないイタリア人や、アジアなど全く他
地域の作家も含む）が、そこから、この期間中にイタリ
アを訪れた（とされる）作家を抜き出した。
その結果、当該の期間にイタリアを訪れた作家として
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抜き出せたのは288名であった。ただし言うまでもなく、
これは事典の「見出し項目」として採用される意義や情
報量を有する作家に限られており、実際にイタリアを訪
れた外国人芸術家の数はこの比ではない。また、この方
法には後述するような限界もあり、あくまでも研究の足
がかりを提供するに過ぎないことは強調しておくべきで
あろう。しかし、こうした無作為な方法でイタリア滞在
経験のある外国人美術家をリストアップし、その滞在期
間、滞在地、出身地等を表にまとめることにより、かな
り可視化されたかたちで情報を整理することもできたよ
うに思われる【表 1】。以下では、その成果の一部として
ジェノヴァをモデルケースに取り上げ、同地における外
国人作家の活動について考えてみたい。

1．  ジェノヴァ　―16世紀後半の不人気と事典で
は拾えなかった作家たち

ジェノヴァには、どの程度、どのような外国人作家た
ちが滞在し、活動していたのだろうか。今回の調査では、
滞在期間が 1550 年から 1650 年の間に位置づけられる作
家に的を絞ったが、そこからは、イタリア内の目的地選
択に関して、時代による一定の傾向を見てとることがで
きた。例えば、16 世紀に好まれた滞在地は、ローマに続
いてヴェネツィアとフィレンツェであり、特にイタリア
への経路のゆえもあってか、ドイツ系の作家がヴェネ
ツィアに滞在する例が目立つ。フィレンツェに関しては、
ジャンボローニャやヨハネス・ストラダヌスなど、ゆう
に30年以上にわたる長期滞在の作家がいたことが目を引
くが、あるいはこれは、短期滞在の作家が記録に残りに

くいシステムだったという史料上の問題とも関連してい
るのかもしれない。
ジェノヴァはどうかというと、16 世紀後半には目立っ
た滞在記録がほぼないといえる（ただし今回対象にしな
かった 16 世紀前半については、むしろネーデルラントの
作家の訪問があったことが知られている）。数少ない記録
としては、アントニス・ファン・ヴェインハールデ（c. 

1525-1571）というアントウェルペン出身の作家が、1552-
53 年に同地に立ち寄ったようで、ジェノヴァを表した
エッチングが残されている。2 しかし、地誌的な作品を専
門にしたこの作家は、ジェノヴァに限らずイギリス、フ
ランス、スペインなども訪れていることから、この港町
は彼にとって何か特別な意図があって選んだ滞在地とい
うよりも、旅の経由地であり、モチーフのひとつでもあっ
たのだろうと推測される。こうした傾向から、16 世紀後
半のジェノヴァは、他国の作家たちを惹きつけるような
芸術上の拠点ではなかったことが窺える。
しかし 17 世紀になると、一転して一定数の作家たちが
この都市を訪れるようになる【表 2】。表 2は、前述のよ
うに GADの伝記的記事から拾い上げた、作家たちのジェ
ノヴァ滞在歴である（先に挙げたファン・ヴェインハー
ルデは除く）。しかしここでまず、この方法の問題点と限
界についても述べておかねばならない。それは、作家の
生涯や活動を比較的コンパクトな事典の記事としてまと
めるにあたって、ある都市への一時的な滞在歴は当然の
ことながら記述から省かれることがあるということだ。
書き手の関心の所在によっても、記事に盛り込まれる情
報は大きく左右される。
例えば、この一覧を目にしてまず気づかれるのが、ルー

表 1　作業イメージ



67.FACULTY  OF  FINE  ARTS,  KYOTO  CITY  UNIVERSITY  OF  ARTS  BULLETIN Vol.66

ベンスによるジェノヴァ訪問が拾われていないことであ
ろう。ルーベンスはジェノヴァのイエズス会教会のため
に主祭壇画《キリストの割礼》（1606 年除幕）【図 1】を
制作しており、1605 年から 1606 年にかけて、おそらくは
マントヴァに本拠地を置きつつ、ジェノヴァを訪問した
ことが知られている。3 そしてその滞在時に、同地の貴族
の肖像画なども手がけている【図 2】。また、1607 年の夏
から秋にかけても、この都市に滞在したとされており、こ
うした滞在の成果は、ルーベンス自身が執筆した『ジェ
ノヴァの宮殿（Palazzi di Genova）』（1622 年）にもまとめ
られている。元々、アントウェルペンとジェノヴァの間
には通商関係があり、ルーベンスがこうした書籍をまと
めた背景には、建築史的な関心と同時に、ジェノヴァと
いう都市に対して興味を抱く裕福なアントウェルペン商
人が需要層として想定できたという背景もあるように思
われる。
他に事典の記事では漏れてしまった作家としては、い
ずれもアントウェルペン出身のフランス・スネイデルス
（1579-1657）やヤン・ブリューゲル 2世（1601-1678）、さ
らにヤン・ロース（1591-1638）などが挙げられる。スネ
イデルスについては、1608 年から翌年にかけてジェノ

ヴァに滞在した可能性が指摘されている。4 しかし GAD

では、1608 年の春にローマに向けて発ち、その冬に、友
人のヤン・ブリューゲル 1世によるボッロメーオ枢機卿
宛ての推薦状を携えてミラノへ移動し、1609 年 4 月にア
ントウェルペンへの帰途につき、同年 7月 4 日までには
帰国していたという情報がまとめられているものの、
ジェノヴァ滞在に関する言及はない。5 ジェノヴァとミラ
ノは結びつきの強い土地であり、また後述するようにア
ントウェルペンへの旅のルートを考えるとジェノヴァを
経由した可能性は高いと思われるが、確かにジェノヴァ
で証拠が見出されない以上、推薦上の名宛人が判明して
おり、確実に滞在したことが分かっているミラノを優先
した記述になることはやむを得ないだろう。
似た例としては、ヤン・ブリューゲル 2世（1601-1678）
のジェノヴァ滞在が挙げられる。しかしこの画家に関し
ては、スネイデルスよりも確実にジェノヴァ滞在が跡付
けられている。彼は 1622年の 10月から 12月の間にジェ
ノヴァに到着した。スネイデルスと同様に、父親のヤン・
ブリューゲル 1世からボッロメーオ枢機卿宛ての推薦状
を持たされてミラノに遣わされた彼は、なぜかミラノで
はなくジェノヴァのコルネリス・デ・ヴァール（この人

表 2　ジェノヴァを訪れた外国人作家たち（GADからの抽出結果）
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物については後述）のもとに腰を落ち着ける。6 また、1624
年にはヴァン・ダイクと同時期に同じパレルモにいるこ
とから、おそらく 2人はジェノヴァで知り合い、親交を
持つことになったと思われる。しかし、ヤン・ブリュー
ゲル 2世に関しても、その比較的長い人生を事典の記事
として簡潔にまとめるにあたって、ジェノヴァ滞在とい
う事項は省略されている。
一方、1610 年からスネイデルスの徒弟であったヤン・
ロースは、ローマに赴く前にジェノヴァに滞在し（1614
年）、1616 年に帰国するつもりで再び訪れたジェノヴァに
腰を落ち着けて、終生この都市で暮らした画家である。そ
の作風は、フランス・スネイデルスの動物画や狩猟の獲
物を伴った静物画を彷彿とさせるもので、この分野でイ
タリアの画家たちに影響を与えたことも指摘されている
【図3】。しかし当該の事典にはそもそも独立した項目とし
て採録されておらず、今回の手法では漏れてしまうこと
になった。こうした取りこぼしを見るに、今後の調査で

は、今回の結果を出発点として用いつつ、より絞り込ん
だ関心に基づいて、その都市の市誌や画家のモノグラフ
などを組み合わせながら、情報の補強を試みていく必要
がある。しかしながら、例えば仮に南ネーデルラントと
いう出身地に着目していたら見落としたかもしれないフ
ランスやドイツの作家の存在が拾い上げられることがこ
の方法の利点であろう。

2．  ジェノヴァを訪れた外国人作家たち―年代順
概観

本題に戻り、ジェノヴァに滞在した外国人作家たちに
ついて見ていこう。17 世紀最初期のルーベンスの訪問、
可能性が指摘されるスネイデルスの滞在に続けて注目す
べきは、先にもヤン・ブリューゲル 2世のところで名の
挙がったデ・ヴァール兄弟のジェノヴァ移住である。ア
ントウェルペン出身の画家兄弟であるリューカスとコル

図 1　  ルーベンス《キリストの割礼》1604 － 05 年頃、カンヴァスに油彩、
400 × 225 cm、ジェノヴァ、ジェズ教会

図 2　  ルーベンス《ジョヴァンニ・カルロ・ドーリアの肖像》1606 年、
カンヴァスに油彩、265 × 188㎝、ジェノヴァ、パラッツォ・スピ
ノーラ
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ネリス・デ・ヴァールは、1610 年頃にイタリアに向けて
発ち、1613 年からジェノヴァに居を定めたと考えられて
いる。兄のリューカスは 1628 年には帰国しているが、コ
ルネリスの方は1656年にローマに移るまでジェノヴァに
本拠地を置いた。また彼は、「フランドル人のたまり場
（Cenacolo Fiammingo）」などと呼ばれるサークルを築き、
同地に赴いてきた同郷人たちの受け皿としての役割も果
たした。言語の相違などの不安を抱えてイタリアを訪れ
る外国人作家にとって、こうした存在は大きかったに違
いない。のみならずデ・ヴァールは画商、書籍商として
の顔も持っており、ネーデルラントやスペインも射程に
入れた取引を行っていた。7 1610年代以降ジェノヴァを訪
れる作家が増えていったことや、ロースのような画家が
帰国せずに留まる決意をしたことの背景には、デ・ヴァー
ルが整えた作品売買のための下地があったとも考えられ
る。
続いてジェノヴァを訪れたと考えられるのは、ユトレ
ヒト出身のヘラルト（ヘリット）・ファン・ホントホルス
トである。この画家がいつ故郷を発ったのは明らかに
なっていないが、ローマにおけるこの画家の最初の痕跡
は、カラヴァッジョの《磔刑に処せられる聖ペテロ》の
模写素描（署名と 1616 年の年記有り）だとされてきた。8 

しかし近年のジャンニ・パーピらの研究により、この素
描より前の 1614 年から 15 年頃に、ジェノヴァのサンタ
ンナ教会に、《アビラのテレサに冠を授けるキリスト》【図
4、5】を主題とする祭壇画を制作した可能性が指摘され
るようになったのである。9 テレサの列福は 1614 年にな
されたが、おそらくそれを受けて、ジェノヴァの貴族マ
リア・パヴェーゼはこの教会に次のような申請を行って
いる。曰く、1614 年 9 月時点でキエーゼ家の所有にあり、
別の聖人たちに捧げられていた礼拝堂の所有権を獲得す
るとともに、この礼拝堂と祭壇を、テレサに捧げるもの

図 3　  ヤン・ロース《二匹の猿と果物》1620 年頃、カンヴァスに油彩、
102.9 × 135.5 cm、ロンドン、ナショナル・ギャラリー

図 4　ジェノヴァ、サンタンナ教会、聖女テレサ礼拝堂

図 5　  ヘラルト・ファン・ホントホルスト《アビラのテレサに冠を授け
るキリスト》1615 年頃、カンヴァスに油彩、300 x 180 cm、ジェノ
ヴァ、サンタンナ教会
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に変更したいというのである。実際に所有権変更の手続
きが完了し、礼拝堂の完成を見るのは 1616 年のことで
あったが、18 世紀の記録によれば、この間に、既に祭壇
画を含めた礼拝堂の造営と装飾は進められていたとい
う。こうしたことから、パーピやジッフィらは、1614 年
の申請後まもなく、ファン・ホントホルストに祭壇画の
注文がなされ、1614 年末頃から 1615 年頃に作品が制作さ
れたと考えている。10 そしてもちろん、このような注文
に当たって、画家は同教会の聖職者たちと話し合うと同
時に、採光や、祭壇そのものとも関連した大理石の額縁
との兼ね合いなどを検討したに違いない。主題でもある
テレサは、1560 年代にスペインで跣足カルメル会を設立
した人物で、没後速やかに同会の重要な聖人となってい
く。実はジェノヴァのサンタンナ教会は、イタリアで最
初の跣足カルメル会の聖堂であり、その中心人物である
テレサを描いた本作は、同修道会の美術にとって重要な
意義を持つものだと言える。
続いて、同じくオランダ出身のレオナールト・ブラー
メルがジェノヴァを訪れる。この画家は南仏経由でイタ
リアに入ってきており、1616 年 2 月にはエクサンプロ
ヴァンスに滞在していたことが、一種の寄せ書き帳であ
る「友情のアルバム（Album Amicorum）」から明らかに
なっている。かつ、遅くとも 1619 年にはローマに到着し
ていることから、ジェノヴァ滞在はこの間、おそらく
1617-18 年頃に位置づけられるだろう。ちなみに 1628 年
にはデルフトに戻っており、およそ 10 年間をローマで過
ごしたことになる。ブラーメルの作品には年記があるも
のが極めて少なく、作風の展開を確実に跡付けることは
困難であり、またどの程度の数の作品をイタリアで制作
したかも不明である。しかし、ハスパール・ローメル（？
-1674）というネーデルラント出身でナポリ在住のコレク
ターは、1634 年の時点で、ブラーメルの作品を 40 点ほど
も所有していたことが知られている。11 そのため、ブラー
メル研究においては、ローメルとの接点を推測し、ブラー
メルのナポリ滞在の可能性までもが示唆されてきた。12 

だがここで注目しておきたいのは、ハスパール・ローメ
ルの代理人（エージェント）として作品の入手に携わっ
た人物のひとりが、先述のコルネリス・デ・ヴァールだっ
たということだ。13 ブラーメルがナポリを訪れてローメ
ルに会っていなかったとしても、ジェノヴァでブラーメ
ルと知り合ったデ・ヴァールが彼の作品を推薦していれ
ば、十分に両者は繋がるのだ。デ・ヴァールは 1627 年に
はローマを訪れ、ブラーメルもその活動に積極的に関与
していた「画家団（スヒルデルスベント）」の記録にも登
場している。明確に記録に残っているのはこの年のみだ
が、画商的な役割も果たしていたデ・ヴァールは、おそ
らく定期的にローマにも足を運んでいただろう。ブラー

メルとデ・ヴァールの間に、前者のジェノヴァ滞在時を
越えた交友があったと考えることは十分に可能なのであ
る。
次にジェノヴァを訪れたとされているのが、フランス、
シャルトル出身のフランソワ・ラングロワである。プレ
オーによる GADの記事では、ジェノヴァ訪問は 1621 年
とされている。14 しかし、版画家であり、画商としても
働いていたこの作家は活発に旅行をしていたため、これ
以降に同都市を再訪したこともあり得たのではないかと
思われる。いずれにしても、イタリアとフランスの往来
に当たってジェノヴァは交通の要衝であり、同地を訪問
した作家たちのなかには、当初は通過地点としてこの都
市に足を踏み入れたものも多くいたと思われる。
同じく 1621 年には、シモン・ヴーエもジェノヴァを訪
れている（1620-22 年とされることもある）。ヴーエは、
1621 年にマルカントニオとジョヴァンニ・カルロ・ドー
リアの招きを受けてドーリア家に滞在し、《マルカントニ
オ・ドーリアの肖像》【図 6】を描いたほか、彼らのため
に《ダヴィデとゴリアテ》【図 7】や《ユディトとホロフェ
ルネス》などの作品を制作している。ルーベンス、ファ
ン・ホントホルスト、ヴーエらは、いずれもそれぞれの
ジェノヴァ滞在以前に、当時ローマを席巻していたカラ
ヴァッジョ様式をはじめとする最新のローマの美術動向
に触れていた。彼らがジェノヴァにもたらした作品は、こ

図 6　  シモン・ヴーエ《マルカントニオ・ドーリアの肖像》1621 年、カ
ンヴァスに油彩、129 × 95㎝、パリ、ルーヴル美術館
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の都市にバロック美術が伝播する契機ともなったのであ
る。
しかし、最も印象的にジェノヴァと結び付けられてい
る外国人画家といえば、アンソニー・ヴァン・ダイクで
はないだろうか。他都市にも足を運んだものの、彼は1621
年から27年と比較的長期にわたってジェノヴァを拠点と
し、同地の貴族たちの肖像画を多数制作している【図 8】。
また、デ・ヴァール兄弟やフランソワ・ラングロワとも
親交を結び、彼らの肖像画を残している点も興味深い【図
9、10】。ラングロワの肖像は、両者が既にジェノヴァを
離れた後の年代のものと考えられており、おそらくネー
デルラントやイギリスなど、他所で旧交を温める機会が
あったのだろう（あるいはジェノヴァに居たという共通
項が糸口となり、他国で初めて親交を結んだものか）。ラ
ングロワもデ・ヴァールと同様に作品取引のエージェン
トとしての顔も持っていたことを考えると、ヴァン・ダ
イクにとってこうした交流はビジネス上の意義も持ちう
るものだったのではないだろうか。とはいえ、いかにも
紳士然としたデ・ヴァール兄弟の肖像に比べると、ラン
グロワのそれは趣味の音楽に興じる穏やかで寛いだ姿を
描き出したもので、両者の率直な友情を想定したくなる
ような作品だ。
続いて、ほぼ同じ頃にドイツ人作家が 2人やってくる。
ゲオルク・ペーテル（1622-24 年にジェノヴァ滞在）と、

図 7　  ヴーエ《ダヴィデとゴリアテ》1621 年頃、カンヴァスに油彩、123
× 95.5㎝、ジェノヴァ、ムゼイ・ディ・ストラーダ・ヌオーヴァ（パ
ラッツォ・ビアンコ）

図 8　  アンソニー・ヴァン・ダイク《ジェノヴァの貴族の肖像》1624 年、
カンヴァスに油彩、131× 101㎝、リヒテンシュタイン公コレクション

図 9　  ヴァン・ダイク《デ・ヴァール兄弟の肖像》1622-24 年頃、カンヴァ
スに油彩、120 × 101㎝、ローマ、カピトリーニ美術館
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期間は不明ながら、イタリア人の弟子を連れて 1623 年に
同地にいたことが知られているゴッフレード（ゴットフ
リート）・ヴァルスである。15

ゲオルク・ペーテルはバイエルン出身の彫刻家で、1620
年に南ネーデルラントを訪れてルーベンスの知己を得、
さらにパリを経てローマへと赴き、その旅の間にヴァン・
ダイクとも知り合っている。ペーテルがその後数年間
ジェノヴァに滞在し、同地の貴族たちからの注文を手が
けた背景には、そうした顧客に対するヴァン・ダイクの
口利きがあったのではないだろうか。彼らは、後年ネー
デルラントで再会しており、1628 年にはヴァン・ダイク
がペーテルの肖像画を残してもいる【図 11】。ここには、
たまたま一時期同都市に滞在したということを越えた親
交の跡を見てとることができるだろう。
このペーテルの滞在期間と重なる時期に、同じくドイ
ツ（ケルン）出身のゴッフレード・ヴァルスもジェノヴァ
に滞在していた。現在の知名度こそ高いとは言えないも
のの、17 世紀当時にはよく知られた風景画家である。イ
タリア各地を移動して活動しており、若い頃にナポリに
赴いたのち、1616-17 年頃から 1618 年の末頃までローマ
のアゴスティーノ・タッシのもとで活動したと考えられ
ている。1623 年にはジェノヴァに滞在しており、その際
にはイタリア人画家アントニオ・トラーヴィを徒弟とし

ていた。その後、彼はあらためてナポリに戻り、カラブ
リアでその生涯を終えている。興味深いのは、先にレオ
ナールト・ブラーメルのところで見たコレクターのロー
メルが、彼の作品も多数所持していたということだ。16

ヴァルスは実際にナポリを活動地としていたため、直接
のコネクションも考えられるが、ここでもコルネリス・
デ・ヴァールの仲介の可能性は無視できないだろう。ま
た、レオナールト・ブラーメルとゴッフレード・ヴァル
スの共通の知人は、デ・ヴァールに留まらない。風景画
家として有名なクロード・ロランは、ブラーメルが 1627
年にローマで喧嘩沙汰の揉め事を起こした際にそれをと
めようと試みて負傷した友人であり 17、かつ、ヴァルス
の名声に引かれて彼のもとで制作すべく 2年ほどをナポ
リで過ごした人物でもあった。このように、イタリアの
地で、南ネーデルラントのコレクターや画商、オランダ、
フランス、ドイツの画家たちは、互いに交友関係を結び、
協力しあいながら異国の地で活路を見出していたのであ
る。
次に見るアンドリース・ファン・エールトフェルトは、
1615 年に結婚した妻カテリーネ・フリーヘルの逝去（1627
年）の後にジェノヴァを訪れ、1630 年頃にはアントウェ
ルペンに戻っている。この間、彼はコルネリス・デ・ヴァー
ルのもとで制作に勤しんだようだ。ヴァン・ダイクの帰

図 10　  ヴァン・ダイク《フランソワ・ラングロワの肖像》1630 年代初頭
と推定、カンヴァスに油彩、97.8 × 80㎝、ロンドン、ナショナル・
ギャラリー

図11　  ヴァン・ダイク《ゲオルク・ペーテルの肖像》1628 年、53,5 x 57 
cm、ミュンヘン、アルテ・ピナコテーク（Photo: Jean-Pol Grandmont）
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国年（1627 年）、さらにファン・エールトフェルトの帰郷
後の 1632 年にはヴァン・ダイクが彼の肖像画【図 12】を
制作していることを考えあわせると、この画家のジェノ
ヴァ滞在は、ヴァン・ダイクの薦めによるものだったの
ではないかと思われる。ヴァン・ダイクが制作した肖像
画にも見てとれるように、ファン・エールトフェルトは
船舶を描くことを得意とした海景画家であり、フランド
ルではこのジャンルの嚆矢と見なされている。こうした
海景画、特に戦闘場面は、コルネリス・デ・ヴァールが
手がけたジャンルのひとつでもあった【図 13】。18 今日、
デ・ヴァールの作品はその真筆性の確認が難しく、また
制作年代も推定に留まるものが多いため、彼とファン・
エールトフェルトの影響関係については即断することが
できないが、ジェノヴァという長年海軍力・海運力を誇っ
てきた港町という土地柄と、こうした新ジャンルの確立
との間にはおそらく何らかの関係性があったに違いな
い。
次にジェノヴァ滞在が示唆されているのは、ヤン・フェ
イトである。フランス・スネイデルスのもとでの修業を
終えた後、1633 年と 34 年にはパリ滞在が確認されてお
り、そこからイタリアへも足を延ばしたと考えられてき
た。イタリア滞在歴があることは、1650 年に、ローマ滞
在経験があるものにのみ入会が認められるアントウェル
ペンの「ロマニストのギルド」に参加している事実のほ
か、ローマのスヒルデルスベント（画家団）でのあだ名
が知られることからも裏付けられる。1641 年 9 月にはア
ントウェルペンに戻っているため、彼のイタリア滞在は
1635 年頃から 1641 年までということになり、ジェノヴァ
滞在はこの期間のどこかに想定される。19 既に他の画家
のところでも見たように、ジェノヴァはフランス経由で
ローマに向かう際の重要な経由地のひとつであったた
め、ヤン・フェイトがジェノヴァに足を踏み入れた可能

性は高いものと思われる。さらに、前述のように、彼の
師匠のスネイデルスにもジェノヴァ滞在の可能性が示唆
されるほか、フェイトと同様にスネイデルスのもとで学
んだヤン・ロースが、1616 年から 1638 年に亡くなるま
で、ジェノヴァで活躍していた。フェイトのジェノヴァ
滞在の可能性は 1635 年から 41 年の間のどこかというこ
とで、彼が生前のロースに会えたかどうかは断定できな
いが、スネイデルスから、ヤン・ロースやデ・ヴァール
の情報を聞き知っていたということは大いにありうるだ
ろう。
次に見るリーフェン・メーフス（後にイタリア風に改
名してリヴィオ・メーフス）は、ネーデルラントのアウ
デナールデ出身で、およそ 10 歳で家族とともにミラノに
移住するという経緯でイタリアに活動の場を持った人物
である。彼のジェノヴァ滞在については、具体的な事柄
がほとんど知られていないが、1640 年代後半かと想定さ
れる。ジェノヴァに限らず全体を通じてみると、メーフ
スのように幼い頃に家庭の事情で移住した芸術家も散見
されるが、彼らのアイデンティティの持ち方や活動の場
の切り拓き方については確実に知られることが少なく、
今後の検討を要するかと思われる。メーフスの場合、最
初の修業はイタリアで活動していたフランドル出身の画
家、カルロ・フィアミンゴのもとで行われたとされてい
る。20

続けて、アントウェルペン出身のピーテル・ブールも
ジェノヴァで活動した。21 彼はコルネリス・デ・ヴァー
ルのもとに滞在し、彼のために作品を制作したと考えら
れている。22 後に、デ・ヴァールの妹の娘（コルネリス
にとって姪）のマリア・ブランカールトと結婚している
ことからも、23 ジェノヴァ滞在時からデ・ヴァールと親
交を結んだ可能性は高いだろう。また、ブールの師匠は
前述のヤン・フェイトである（かつフランス・スネイデ

図 13　  コルネリス・デ・ヴァール《海戦図》1620 年代後半と推定、カン
ヴァスに油彩、123 × 162.5㎝、ジェノヴァ、ガラータ海洋博物館

図 12　  ヴァン・ダイク《アンドリース・ファン・エールトフェルトの肖像》
1632 年、176.5 × 229 cm、シュレスハイム城（バイエルン州絵画
蒐集）
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ルスにも学んだ可能性も示唆されている）ことから、ジェ
ノヴァに十分な活躍の場、あるいは受け皿があることを
知っていたフェイトらの情報から、ブールがジェノヴァ
を滞在地に定めたということもあったかもしれない。

3．ジェノヴァ選択の理由や特徴

前項では、期間の長短はあれど、ジェノヴァに滞在し
た記録が残る、あるいはその可能性が高い美術家たちの
滞在を年代順に概観した。その結果、現段階で導き出さ
れた特徴は以下のようにまとめられる。
まず、ジェノヴァという都市の地理的・経済的位置づ
けが重要である。よく知られているように、この都市は
長らくフランドルのブリュージュと通商関係を築いてい
た。時代が下り 15 世紀になると、フランドル内の外国人
商人たちがアントウェルペンに集められたこともあり、
ジェノヴァにとっての取引相手も必然的にアントウェル
ペン商人たちに移った。こうした背景から、アントウェ
ルペンを訪れたことがあるジェノヴァ商人が増え、彼ら
のなかにはネーデルラント絵画を購入して持ち帰り、コ
レクションに加えるものもいた。こうしたジェノヴァと
アントウェルペンの関係の深さは、ネーデルラント出身
の画家たちにとって促進的な要素となったに違いない。
一方で、前述の通り、16 世紀後半には、ジェノヴァに滞
在した外国人作家の記録は相対的にかなり減少する。こ
れは、当時の戦乱の影響に加えて、この都市がローマ、
ヴェネツィア、フィレンツェといった人気の目的地とは
異なり、必ず見るべきイタリア美術の作品に富むところ
ではなかったという状況が関係しているように思われ
る。
一方で、17 世紀に入ると、交通の要衝にあり、特に南
仏とイタリアを往来する際には通過地点となるジェノ
ヴァの地の利が活かされるようになってくる。また、ルー
ベンス（イエズス会）やファン・ホントホルスト（跣足
カルメル会）など、おそらくまずはローマでその教団や
修道会と繋がりを得た外国人画家が、ジェノヴァの教会
の祭壇画の仕事を手がけるようにもなってきた。また
ヴーエのようにローマで活躍した画家が、フランスへの
帰途にこの地にしばし引き止められ、ドーリア家のため
の作品制作を行うなどの例も生まれてくる。
しかし、こうした著名な歴史画家たちの活動にもまし
てジェノヴァで重要だったのは、おそらく本稿にも繰り
返し登場したデ・ヴァール兄弟の築いた受け皿の存在で
あろう。彼らは自らの画業に加えて、故郷アントウェル
ペンとジェノヴァを結ぶ美術品や書籍の取引を請け負っ
た。また、イタリア国内の著名なコレクターの代理人と
しても活動している。とりわけコルネリス・デ・ヴァー

ルのジェノヴァでの活動は1613年から56年までと40年
以上に及び、その間、彼はヴァン・ダイクをはじめとす
る多くの画家たちに、いわばイタリアにおける「ホーム」
を提供してきたのである。また、ヴァン・ダイク（そし
てことによるとスネイデルス）も、こうした基盤のある
ジェノヴァに知り合いの作家たちを送り込むのに一役
買っていたように思われる。本稿でも挙げたように、ジェ
ノヴァで活躍した外国人画家たちの多くには、ヴァン・
ダイクの手になる肖像画が残されている。メーフスや
ブールの滞在時期にはヴァン・ダイク自身が既に没後で
あることを考えると、かなりの高確率で肖像画が残され
ており、デ・ヴァールを中心としたジェノヴァの外国人
芸術家サークルの活況に、ヴァン・ダイクも少なからぬ
貢献を果たしていたことが想像されるのである。
そうは言っても、ジェノヴァに滞在した外国人美術家
の数は他の中心地に比べてそこまで多くはない。また、道
中の短期間逗留や単発の仕事という範囲を超えて同地で
活動した画家たちについて見ると、動物画、静物画、風
景画など、コレクションの目玉というよりはむしろ周縁
的な（しかし定番の）作品群となるタイプのジャンルを
専門とするメンバーが目立つ。また、出身地別に見てみ
るとやはり南ネーデルラント（フランドル）の出身者が
多く、このことはもともとフランドルとジェノヴァの間
にあった通商関係、ならびに前述のデ・ヴァールの築い
た地盤が大きく影響していたのであろう。
今回は、冒頭に述べたような問題意識から、イタリア
を訪れた外国人作家たちの活動やその交流、移動の諸相
を可能な限り包括的に把握する方法がないかどうか探る
試みの一環として、美術事典の記事からの無差別的な情
報収集と、ジェノヴァという一都市に絞ったその後の分
析を行ってみた。未だ包括的な成果を得るには程遠いが、
都市ごとの傾向や、出身別の滞在期間を比較するには有
効な部分もある方法であったため、今後、これを出発点
に情報の充実とより多角的な分析を進めたい。
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